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２月に一度「あいさつ文」を書くとき、みなさんひ

とりひとりになにかが届けられればいいなぁ、と考え

ています。それと同時に、みなさんからの反響の

「声」を聞ける楽しみをお待ちしていることと、わた

したちの活動を通じてみなさんの世界に関与したいと

願っていることを、お伝えいたします。 

 最近とみに感じるのは、「すべてのことが人から発

生する」ということです。全ての意味・価値は、人間

が作り出しているものです。価値を産み出す源、すべ

ての源は結局「人」です。「人」と「人」とのつなが

りです。 

情報を持っているのは「人」、情報を作り出すのも

「人」、値打ちを作り出すのも「人」、つまり、

「人」がいいというものが、「いい」のです。 

 だから、できるだけ「人」に会うこと、できるだけ

「人」に会って話を聞くこと、このことを心がけてい

ます。話を聞きに出向き、虚心坦懐に相手の話を聞

き、相手の話をまず受け入れること、ここから始めま

す。批判したり、反論したり、忠告したりせず、ひた

すら耳を傾けることに徹することにします。 

その先に無限の世界が広がっているような期待感が

あります。わたしが落ち着

いて耳を傾けるだけで、ワ

クワクした世界が次から次

へと未来に向って繰り広げ

られ続いていきそうです。   

     （杉浦勝昭） 

  

 

  

 ５月２９～３０日の二日

間の日程で社員旅行に行っ

てまいりました。私は今年

で入社３年目になるのです

が、社員旅行に参加させて

いただくのは初めてでし

た。 

 場所は伊勢です。大阪人

なのでわりと伊勢には行っているつもりでしたが、今回

の旅行は伊勢神宮の参拝に始まり、おかげ横丁散策、鳥

羽水族館、鳥羽湾めぐり、ミキモト真珠島見学といった

スケジュールだったのですが、考えてみるとこの行程は

小学６年時の修学旅行以来でして、懐かしくもありまた

当時とは変わった所もあり新鮮な感覚にもなっておりま

した。 

 大人になってから行く伊勢旅行は釣り、ゴルフ、海鮮

料理であまり観光らしいことはしていなかったように思

います。なので今回の旅行は私自身非常に充実した旅行

でした。帰りの車中で、”また個人的に来たいな～”など

と考えながら寝てしまいました。 

 読者のみなさんも子供の頃を思い出しながらの伊勢め

ぐりも良いものですよ。          （虎） 

 

補足：社員旅行の詳しい内容はホームページの「お知ら      

せ」をクリックしてください。                                                        

 

 

 平成22年6月28日（月）18時開会、改装されたばかり

の杉浦実業第三ビル２階会議室で「フランスのつど

い」を催しました。 

 リヨン大学「現代アジア教育プログラム」担当責任

者で、東京大学社会科学研究所客員研究員として現在

東京に滞在中のイブリン・レクレル女史を講師として

お迎えし、参加者は約３０名、なごやかな中、楽しい

時間をを過ごすことができました。 

 レクレルさんの専門分野は「日本の中小製造企業」

ですが、この日のお話しのタイトルは「フランス人は

どうして日本・日本語を選ぶの

か？」というもので、日本語で

お話しいただきました。 

 これからもいろいろなテーマ

で文化講演会を企画していきた

い。ぜひご協力とご支援をお願

い申し上げます。          

           （KS） 

 

 

 当社ホームページをリニューアルしてから４ヶ月

がたちました。できるだけ頻繁に更新できるように

と、ページの構成はブログが主体、全員参加型ホー

ムページとなっています。 

 商売柄不動産の新規物件情報を載せられるように

営業は注力していますが、会社としてはひとりひと

りの社員がセールスポイントというわけで、社員ブ

ログが最大の売り物です。お客様に親しんでもらえ

るようにと願っております。 

 ところが書きなれない者にとっては頭痛の種、

思った通り書けばいい、なんて小学校の学校の先生

みたいに言われても、なかなか・・・ 

 まだ見ていない方がおられましたら、是非ご覧に

な っ て く だ さ い。が ん

ばっておりますので！ 
 http://www.sugiura.co.jp/ 

 

編集：杉浦勝昭 



 

 

 

 

杉の実だより平成２１

年７－８月号ＮＯ.３８

の２ページ目ノッキーロ

ハス「我が家の畑」を見

て、何か我が家でも植え

てみようと・・・でも容

器や土や肥料など色々と

揃えるのが必要で大変だ

と勝手に思って断念。 

今年に入って、冊子の

「プチ菜園」を見て私た

ちでも簡単に出来そうと

思った。そういえば、実

家の両親もしていたな。 

早速、人参のへたを小皿に置き水を入れて日当

たりの良い窓へ・・・どんどん葉の数が増え１０日

目には収穫出来た。毎日の味噌汁に少しずつのせて

楽しんだ。 

 

 

 上手く出来たので、次に

大根のへたを小皿に置いて

チャレンジ！同じく味噌汁

に使っていたが、新しい葉

がぐんぐん伸びてアッとい

う間に花が咲き、食卓の観

賞用になって周りを照らし

ている。 

 この白い花が意外と強く

長持ち！  

 

                （コアラ） 

 

 

 桃谷中央商店街にある、知る人ぞ知る「さきやまのコロッケ」。 

実は、残念ながらこの５月３１日で閉店された。 

コロッケ販売をはじめて約５０年のさきやま商店。おばあちゃんが揚げるこの

店のメニューはコロッケとミンチかつのみ。１０時の開店と同時に行列ができ、

お昼すぎには売り切れる。「幻のコロッケ」との巷のうわさも・・・。テレビ番

組でも何度か紹介された。 

 

 

 子どもの頃から大好きなコロッケ。幼稚園や買い物の帰りみち、１個だけ紙を

巻いてもらってその場で食べるのが楽しみだった。 

最後の５月３１日は、食べ納めになるコロッケとミンチかつを１０個２０個と

買っていくお客さんの列が、５～６軒先まで続いてにぎわっていたらしい。 

                             （ゆず） 

 

  

 

 ２０１０年３月２０日に第二

京阪道路が開通しました。工事

期間中あまり注目はしていませ

んでしたが、東大阪市長田から

門真市下馬伏まで実際に走って

みると、走りやすくて、第二京阪（国道１号線）門真

ＪＣＴから７分位で目的地に着き、これは便利だと思

いました。 

 ここ数カ月の間ですが、お客様も東大阪市の東部地

域で物件を探すよりか、中央環状線付近・第二京阪付

近で物件を探すお客様が増えて来たような気がしま

す。 

 東大阪市高井田に駅が出来た時は余り変わらなかっ

た気がしますが、第二京阪が出来てから、東大阪の物

流の動きが変わって行き、今までの動きでは対応が出

来ない様な気がします。これからはもっと幅の広い動

きで対応して行き、道路が出来れば、物流の動きが変

わる事を改めて実感しました。    （ヨッシー）                

 

 

                                              

愛車のMＰⅤにオイル漏れが発覚いたしました。オイ

ルのランプが点灯して、オイルがなくなってきたのかな

と思ってガソリンスタンドに行きましたら、微量ながら

も確実にオイル漏れだと言われました。思えば駐車場に

何やら黒い影が車の下に確かにありました。修理すれば

数十万円かかると言われましたので、おもいきって買い

替えることにいたしました。 

 平成13年の末っ子が生まれた年に買って、かなり活躍

してくれました。燃費は5～6㎞と非常に不経済な車でし

たが、大人数の我が家にとっては快適な車だったように

思えます。新しい車の納車まであと3ヶ月近くあるので、

その間感謝を込めて乗ろうと思ってます。 

 それと、車の発覚２日後にテレビが映らなくなりまし

た。今は娘が叩いてかろうじて映っております・・・     

                    （Kカー） 

にんじん 

だいこん 



 

 

 

 ヤン・リーピンさんのシャングリラってご存知です

か？   

 この人に関する本を少し読んだだけなんですが、凄い

と思いました。 

 「シャングリラ」は、中国語で「原生態」＝ありのま

まの加工されていない芸術 という意味だそうです。 

「シャングリラ」はイ族、チベット族、ワ族、ハニ族を

はじめとする２６もの民族たちを描いた世界であり、劇

中には色とりどりの民族衣装で身をまとった者たちが、

歌と踊りで民族文化の世界を表現している。すべて本物

の現地の人が踊っています。 

 思いを実現させるために、私財を投じて１年半かけて

中国の少数民族を調査。そして、現地の人をスカウト活

動。このヤン・リーピンさん、５１歳らしいですね！ど

う見ても３０～４０代？と思っていましたが・・・ 

 何に惹かれるかというと、生き方ですね。何かに賭け

て何かを表現するために生きる。凄く憧れます。 

 人は何かを表現するために生まれてきたんだというこ

とを再確認致しました。    （ノッキーロハス） 

 

 

 

 私の住んでいる街では、昨年１０月にプラごみの分

別が始まりました。りっぱな処理場が完成し、稼動開

始したからです。 

 約８ヶ月が経過した今、我家のごみに関し感じたこ

ととして、次のことがあります。 

１）なんと「プラ」に依存していることか 

２）それに反して、普通ごみとして出す量の激減 

 ２週間に１回の回収ですが、家の中で保管するの苦

心惨憺です。ご存知のとおり軽いのはいいのですが、

嵩がはるし。そして市から支給される袋の大きさもあ

りますから、キュウキュウ詰めても思ったほど入りま

せん。圧縮機でもあればいいのに、としきりに思いま

す。また毎週あればいいのにとも。処理場の処理能力

はあるはずです。 

 汚れたものは除くようにとのことですから、普通ご

みで処理されているものも多いでしょうし、包装容器

限定ですからこれで済んでいるかと思うとぞっとしま

す。我家では、できる限りきれいにしてプラとして出

しています。水で洗ったりすると、あれっ、これって

いいことなのかな？と思ったりもします。もっと厳密

に（まじめに）プラの分別をすると、それこそ大変で

しょう。「３Ｒ」の実践もさることながら余分のごみ

を出さないことが大事ですね。 

 ところでこんな話があります。支給された

当該袋がなくなって市へもらいに行ったら、

「ありませんから普通ごみとして出してくだ

さい」と言われたとか。 

 皆さんどう思われますか？   

              （チョビ） 

 

 

 

 

 

 以前、韓国の大統領官邸「青瓦台」を見学するツアーに参加したので、

今度は、青瓦台の広報館「青瓦台サランチェ」を見学してきました。 

 最寄駅から青瓦台の方へ向って歩くので、制限区域内に入ると、至る所

に私服警官が立っていて、「どこに行きますか？」と聞かれます。 

 「青瓦台サランチェに行きたいのですが」と言うと、丁寧に道順を教え

てくれましたが、やはり普通の雰囲気ではないので、緊張感がありまし

た。 

 こちらのサランチェは韓国現代史の中心である青瓦台や歴代の大統領、

ソウルの発展などについてパネルや映像を通して紹介しています。 

 ほとんどのゾーンが、タッチパネルを操作しながら韓国の政治と文化を知ることができるので大変興味深く、

見学することができました。 

 私の目的は、現職大統領の執務室をそのまま再現した部屋で写真が撮りたい！！という軽いノリからでした。  

 再現された執務室に置いてある机を見て「あ～さすがに大きい机だな」と思いながら、写真撮影してきまし

た。さすがに造り物ですので大統領になった気分は味わえなかったですが、雰囲気は十分に堪能できました。 

                                            （みるて） 

 

 

 

 あなたの日頃思っておられる事や言いたいことを

「杉の実だより」に掲載しませんか？ 

 当社では、皆様の記事を大募集しております。是非

皆様の声を「杉の実だより」に！ 

 お待ちしております。 
 ※掲載希望の方は当社までご連絡ください。 

  記事の内容によってはご掲載をお断りする場合が有ります。 

 
 当社ではビル・マンション・貸家・駐車場等の管理業務をお引き受けいた

します。 

 不動産の管理でお困りのオーナー様は、是非一度当社までご相談ください！ 



  

 

 

  私自身 iPhone を使用しており、便利さを痛感して

いる次第なのですが、iPad は『デカイ iPhone』という

感じで良いのかな？という疑問が浮かび、発売された

ばかりの iPad を見に行きました。 

 売り場は結構な人だか

りでみんな各々いじって

ました。私もいじってみ

ましたが、『大きくなる

とこんなに感覚が違うの

か！』と衝撃を受けまし

た。 

 デカイくせに動きはな

めらかで、iPhone と変わ

りませんし、何よりも大

きいので見やすい！ 

 寝転がりながら本を読

んだり、動画を見たり、

ネットをしたりというの

にぴったりな感じです。 

 様子を見て購入してる

かも（笑）                   

     （しんぢ） 

         

 

 

  

 こんにちは、前回の杉の実で『よくもここまで内

容がないのにこんだけの文章書けますね』と感心

(？)されました、セバスチャンでございます。ちな

みに私もそう思います。内容がないよう。…至極真

面目です、残念ながら。 

 さて、弊社のＨＰを御覧頂いている方はもうご存

知の事とは存じますが、先日杉浦実業の社員旅行が

ございました！伊勢／鳥羽に一泊二日の小旅行で

す。が、セバスチャン、数えたら１６年振りの鳥羽

でした！そう、修学旅行以来だったのです。水族館

には足場が組まれていた記憶しかありません (笑)

ジュゴンはうすらぼんやり…セバスチャン、水辺の

生物の苦手なお子だったのでございます。 

 そんなセバスチャン達が初日の土曜日に訪れたの

は、伊勢神宮の外宮と内宮見学。木に囲まれた美味

しい空気を楽しみながらの散策。穏やかで荘厳な空

気。…そして、それを打ち砕くは、内宮の出口付近

で出会った、セバスチャンの楽園…っっ！！！！

(あ、可能なら、ココ太字でｗ)そこにいらしたのは

右を向いても、にわとり！ 左を向いても、にわと

り！！そう、そこにはにわとりが十数羽…！！！！

茶色いのやら白いのやら黒いのやら、セバスチャン

の浮かれっぷりは半端ないモノでございました… 

 ガイドさんにテンションの急上昇っぷりに穏やか

に引かれ、写真撮りながらひとり『良いよ～可愛い

よ～こっち向いて～～』と呟き(恐ろしい事に本当で

ございます)、携帯で撮った写真が１８枚。気付けば

集合時間は過ぎ、セバスチャンはひとり遅刻でござ

いました…！悔いはございません！幸せでした！！ 

 そして翌日、帰りの電車の中でセバスチャンが取

り出し、おもむろに会社の皆様に見せて周りました

のは、にわとりのお箸・にわとりの置物・にわとり

のキーホルダー…伊勢だの鳥羽だの、全く関係な

く、にわとり三昧に満喫気分なセバスチャンでござ

いましたｖｖもちろん、真っ当な観光も楽しみまし

たヨ！？…ですが残念ながら、今回もお時間でござ

います。いつかきちんと本題まで話を続けたいモノ

でございます、セバスチャンでございました！ 

 お付き合いありがとうございました（^v^）。  

               （セバスチャン） 

  

 

 
 最近の不動産の動静で注目されるのが、収益不動産で

す。当社も情報収集に力を入れています。 

 阪神間が元気ですが、大阪府下も含めて、ご要望に

合った物件をお探しいたしますので、ご遠慮なくお申し

つけください。         （KS） 

  

  

  

  （当社がよく知っているお店です） 

 世界中SUSHI 日本食ブームですが、フランスのパ

リで日本の高級食材を販売している workshop ISSE 

という名前のお店です。 

 日本でも味わったことのないような幻の銘酒、こ

だわりの醤油、酢、昆布などが並んでおり、ミシュ

ラン星付きフレンチ・レストランのシェフ達が買い

に来るらしいです。 

 パリ訪問の節には一度覗いてみてはいかがでしょ

うか。日本料理屋も二、三店舗経営しているような

ので、旅の途中日本食でお腹の調子を整えるのにも

いいかもしれません。          

http://workshop-isse.fr  あるいは 日本語版 

http://isse-et-cie.fr/workshop/workshop-isse/ 

 

 住所は、パリの

オペラ座の近くで

す。 

11,rue Saint- 

 Augustin, 

 75002-Pris 

     (KS） 


